
ヘ ル ツ 株 式 会 社

※本カタログ記載内容は、石定盤および鋳鉄定盤製造会社の都合により、予告なく記載の仕様を変更することがありますのでご承知　

　　ください。

測定環境の創造

防　振

防　音

標　準　共　通　仕　様

制 　振　 方　 式　　　　　　 　　　垂直方向：オリフィスによるエア－ダンピング　　水平方向：特殊ゴムによる高機能ダンピング

※ ご指定タップ加工および他の特殊加工は別途お見積もり致します。

個　別　仕　様

空気ばね数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　構想図に明記します
　

形　式
仕　様

搭載可能重量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 別途お打ち合わせ

全　体　重　量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 別途お打ち合わせ

空気ばね数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　構想図に明記します

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　 　　　　　　

形　式
仕　様

外 形 寸 法　　　

Nano

Table

固　有　振　動　数　　　　　　　　　　　　　　　　垂直方向：約１．５Ｈｚ　水平方向：約１Ｈｚ　（均等最大重量搭載時）　

水平維持方式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メカニカルオ－トレベルセンサ　３ケによる

エア－供給方式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　別途空気源によるエア－供給方式　

形　　　式

防　 振 　方 　式　　　　　　　　　　　　　　　　　　垂直方向：ヘルツ空気ばね　　水平方向：ヘルツ水平防振高性能システム

形　　　式

防　 振 　方 　式　　　　　　　　　　　　　　　　　　垂直方向：ヘルツ空気ばね　　水平方向：ヘルツ水平防振高性能システム

超高性能三次元空気ばね式防振台超高性能三次元空気ばね式防振台

品　　　名

鋳鉄定盤

ＴＤＩＧ－ＬＡ /  ＨＯＧ－ＬＡ　　（※ＨＯＧ－ＬＡは垂直方向のみの防振です。）

石定盤

品　　　名

ＴＤＩＣ－ＬＡ /　ＨＯＣ－ＬＡ　　（※ＨＯＣ－ＬＡは垂直方向のみの防振です。
　）

必 要 空気圧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0.3～0.7MPa(3～7kgｆ／c㎡）

仕上面精度（μｍ） 1級13／0級6.5／00級3  1級16／0級8／00級4  1級18／0級9／00級4.5 1級19／0級9.5／00級4.5 1級19／0級9.5／00級4.5
仕上面精度（μｍ） 　 箱型 　A級27　B級45      箱型　A級34　B級56     箱型 Ａ級37　Ｂ級60     箱型 　A級40　B級65　　　　　　　　　　－

搭載可能重量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　別途お打ち合わせ

全　体　重　量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　別途お打ち合わせ　　　　

仕上面精度（μｍ） 1級20／0級10／00級5  1級22/ 0級11/00級5.5               　－ 　　　　　　　 1級25 /0級12.5 /00級6.5  1級27／0級13.5／00級7
仕上面精度（μｍ） 　　 － 　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　 箱型 A級46  B級74        箱型 Ａ級55　Ｂ級87         箱型　 1級58   2級92

※上記、規格外寸法も製作しています。お問い合わせください。最大製作実績寸法は５０００×２５００ｍｍです。

※本カタログ製作年月:２００６年９月。

ＨＯＧ／ＴＤＩＧＨＯＧ／ＴＤＩＧ

ＨＯＣ／ＴＤＩＣＨＯＣ／ＴＤＩＣ

形　式
仕　様

　　　 　 　　　 　　　　 　　　　 　 　　

形　式
仕　様

鋳鉄定盤

石定盤

大形空気ばね式防振台大形空気ばね式防振台制 　振　 方　 式　　　　　　 　　　垂直方向：オリフィスによるエア－ダンピング　　水平方向：特殊ゴムによる高機能ダンピング

ＨＯＧ－１５１５ＬＡＨＯＧ－ ２０１０ＬＡＨＯＧ－１８９ＬＡＨＯＧ－１５１０ＬＡＨＯＧ－１０７５ＬＡ　

　　　　　 ー　　　　　ＨＯＣ－ ２０１０ＬＡＨＯＣ－１８９ＬＡＨＯＣ－１５１０ＬＡＨＯＣ－１０７５ＬＡ

ＴＤＩＧ－１５１５ＬＡＴＤＩＧ－ ２０１０ＬＡ　ＴＤＩＧ－１８９ＬＡＴＤＩＧ－１５１０ＬＡ　　ＴＤＩＧ－１０７５ＬＡ

ＴＤＩＣ－ ２０１０ＬＡ －ＴＤＩＣ－１８９ＬＡＴＤＩＣ－１５１０ＬＡＴＤＩＣ－１０７５ＬＡ

ＨＯＧ－３０２０ＬＡＨＯＧ – ３０１５ＬＡ－　ＨＯＧ – ２０２０ＬＡＨＯＧ – ２０１５ＬＡ
ＨＯＣ－３０２０ＬＡＨＯＣ －３０１５ＬＡ　ＨＯＣ －２４１２ＬＡ

ＴＤＩＣ－３０２０ＬＡＴＤＩＣ －３０１５ＬＡＴＤＩＣ －２４１２ＬＡ
－

－－

－ －

3000×2000×500Ｔ3000×1500×400Ｔ－2000×2000×350Ｔ2000×1500×300Ｔ石 定 盤寸法
3000×2000×270Ｔ　3000×1500×250Ｔ　2400×1200×200Ｔ　－－鋳鉄定盤寸法

3000×2000×800Ｈ3000×1500×800Ｈ　2400×1200×800Ｈ2000×2000×800Ｈ2000×1500×800Ｈ　

ＴＤＩＧ－３０２０ＬＡＴＤＩＧ – ３０１５ＬＡ－ＴＤＩＧ – ２０２０ＬＡＴＤＩＧ – ２０１５ＬＡ

2000×1000×150Ｔ －1800×900×150Ｔ1500×1000×150Ｔ1000×750×125Ｔ鋳鉄定盤寸法

1500×1500×250Ｔ2000×1000×250Ｔ　1800×900×200Ｔ1500×1000×200Ｔ1000×750×150Ｔ石 定 盤寸法　

1500× 1500×800Ｈ2000×1000×800Ｈ　　1800×900×800Ｈ1500×1000×750Ｈ1000×750×750Ｈ外 形 寸 法

音　響　対　策

空 気 擾 乱 対 策

アコ－スティックエンクロ－ジャ　

アクリル製ブ－ス 測　定　業　務 振動測定・音響測定

神奈川県横浜市神奈川区栄町５番地１　横浜クリエ－ションスクエア（ＹＣＳ）１８階　 　　
ＴＥＬ：０４５－４５０－２２１１　ＦＡＸ：０４５－４５０－２２２１　　　　　　　　　

ヘ ル ツ 株 式 会 社

※ アクティブ微小振動制御システムのデモンストレ－ションのお問い合わせは、下記にご連絡ください。

振　動　対　策 大形空気ばね式防振台　　　　　　　　　　　　　　
超高性能三次元空気ばね式防振台　　　　　　　
アクティブ微小振動制御システム

営業 ご案内

ｅ-ｍａｉｌ：ｓａｌｅｓ＠ｈｅｒｚ-ｆ.ｃｏ.ｊｐ　　ＵＲＬ：www.herz-f.co.jp

※　２００４年１０月２０日を以って、ヘルツ工業株式会社からヘルツ株式会社 に社名を変更いたしました。



右のデ－タは、防振架台の最も弱い部分に「ハイダンピング機構」を
装着し外部から衝撃を与えてダンピング効果を表しました。このダン
ピング性能は瞬時に衝撃によって発生した「力」を減衰しています。　
　 　 　 　 　

ナノテクノロジ－時代の石定盤・鋳鉄定盤の選択

防振部・・・空気ばねは、防振台を構成する最も基幹となる部品で
す。　ヘルツは、大重量用として信頼性の高い「精密空気ばね」を
使用しています。垂直方向の防振を主とする精密空気ばねと特
殊構造による水平方向の防振方式は３６０度の自由度を持ち 、
「三次元６自由度」の防振を可能　にしています。防振性能は過

去の多数の納入実績によってお客様の信頼をいただいています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

概　要 石定盤使用の超高性能三次元空気ばね式防振台（ＴＤＩＧ）石定盤使用の超高性能三次元空気ばね式防振台（ＴＤＩＧ）

解析の必要性

下のモ－ダル解析のデ－タは、搭載機器に求められるベンチの剛性、特に特定周波数の変位に留意しなければならないときに、モ－
ダル解析や周波数応答解析や静的解析によって情報を得る手段として解析技術を使います。また、防振台設置後に周囲の機械設備
の変更により、振動伝達性に変化がおこり、従来の防振性能が得られなくなった場合など、対策を講ずるためにも解析技術は必要な
要素となります。

防振架台ハイダンピング機構なし
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ダンピング効果測定例・・空気ばね式防振架台　 防振架台ハイダンピング機構あり

空気ばね式防振架台・時間軸減衰デ－タ　
使用防振架台：ｈ－ＴＤＩ－２０１０ＬＡ

防振架台・・・空気ばねを介してハニカムベンチと搭載機器を支持
するためにしっかりした剛性の高い構造になっています。防振架
台にも、ハイダンピング機構を装着して、ダンピング強化をはかる
などナノテクノロジ－時代に適合しています。　 　　
定盤の水平維持・・・ハニカムベンチ上の搭載機器の荷重分布に
よって生じた傾きは、３ケの「メカニカルオ－トレベルセンサ」の働
きで、定盤の水平を維持することができます。（別途、空気源が必
要です。）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ナノテクノロジー時代の空気ばね式防振台の選択は、搭載機器の測定分解能・構造・測定方法・防振台の設置環境等によって、　　　
石定盤や鋳鉄定盤を選択する必要があります。基本的な選択方法は次の二つが挙げられます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
①石定盤・・・搭載機器を使用する上で面精度が求められる場合。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

②鋳鉄定盤・・・定盤面の精度が必要とされ、かつ大きな作業スペ－スを必要とする場合。　　　　　　　　　　

１次　　57.22Ｈｚ ２次　246.402Ｈｚ ３次　256.784Ｈｚ ４次　296.716Ｈｚ ５次　296.719Ｈｚ ６次　494.064Ｈｚ

１次　285.883Ｈｚ ２次　424.926Ｈｚ ３次　510.807Ｈｚ ４次　701.086Ｈｚ ６次　1187.000Ｈｚ５次　701.086Ｈｚ

②解析モデル　石定盤　1500*1500*200ｔ　材質：インディアンブラック

④解析モデル　鋳鉄定盤　1500*1500*200ｔ　材質：FC250

①解析モデル　石定盤　2400*1200*250ｔ　材質：インディアンブラック
１次　229.523Ｈｚ ２次　268.749Ｈｚ ３次　568.599Ｈｚ ４次　597.360Ｈｚ ６次　853.218Ｈｚ５次　723. 822Ｈｚ

１次　46.242Ｈｚ ２次　141.995Ｈｚ ３次　169.211Ｈｚ ４次　353.338Ｈｚ ６次　415.783Ｈｚ５次　383. 550Ｈｚ
③解析モデル　鋳鉄定盤　2400*1200*250ｔ　材質：FC250

解　析　例

石定盤・鋳鉄定盤のモ－ダル解析

解析条件　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
①定盤四隅を弾性体支持　　　　　　　　　
②要素サイズ２５ｍｍマトリックス

Ｗ＝２４００、Ｄ＝１２００、Ｔ＝２５０サイズおよびＷ＝１５００、Ｄ＝１５００、Ｔ＝２００サイズの石定盤と鋳鉄定盤のモ－ダル解析を行い、
６次の固有振動数とモ－ドシェイプを求めました。

使用ツ－ル 　　　　　
ＡＮＳＹＳ　１０.０　　　　　　　　　　　　　　　　　　
Ｍｅｃｈａｎｉｃａｌ　Ｄｅｓｋｔｏｐ　６

製　作　例製　作　例

　ナノテクノロジ－に関連する超微細加工機や高分解能測定評価機器　　
　を搭載する定盤には、次の特徴があります。　　　　　　

③誤って作業面にキズをつけても、まくれが起きず平面度を維持 します。

②素材は花崗岩や班レイ岩（通称黒ミカゲ）が用いられます。硬度は鋳
鉄の２から２．５倍と高く、組織が緻密でバラツキがなく、経年変化を生じ
ません。　　　　　

①ＪＩＳによる規定は３００×３００×７５ｍｍｔの場合０級で４μｍ、３０００
×２０００×５００ｍｍｔの場合は０級で１３．５μｍです。 現在では、研磨
技術の向上によって００級が設けられて、それぞれ２μｍと７μｍになっ
ています。（定盤のサイズによって平面精度は異なります。）　

※　特長は、株式会社関ヶ原製作所殿カタログより抜粋しました。

概　要 鋳鉄定盤使用の超高性能三次元空気ばね式防振台（ＴＤＩＣ）鋳鉄定盤使用の超高性能三次元空気ばね式防振台（ＴＤＩＣ） 製　作　例製　作　例

お客様のご使用目的に適った空気ばね式防振台を設計製作いたします。

ご使用目的に最適な空気ばね式防振台を設計製作いたします。

　ナノテクノロジ－に関連した超精密評価
機器等は大型かつ大重量になってきてお
ります。適度な面精度が維持され、最大
長さが３ｍを超える場合は鋳鉄製定盤が
最も優れています。※最大搭載面は
7m×2.5mまで製作可能です。ただし、鋳
鉄定盤製造会社の都合によります。

石定盤使用の大形空気ばね式防振台（ＨＯＧ）石定盤使用の大形空気ばね式防振台（ＨＯＧ）

鋳鉄定盤使用の大形空気ばね式防振台（ＨＯＣ）鋳鉄定盤使用の大形空気ばね式防振台（ＨＯＣ）


